
　フォートブラッグ市で
の生活は、毎日が初めて
のことだらけでした。 
　とにかく自由で、文化や習慣もみんなそれぞれ。
ドラマでしか見たことのない学校生活を送りました。 
　これまで当たり前にしていたことが全てではない
ことを学び、そのギャップを知ることに充実感を覚
えました。 
　フォートブラッグ市での生活で得た「知ること」
の楽しさを今でも大切にしています。

　人の優しさは、巡りながら次の優しさを
生むことを教えてくれました。それは、人
との関わり方や一歩踏み出す勇気につなが
っています。 
　２月にフォートブラッグ市を再訪し、大切な友人と穏やかな時
間を過ごしました。 
　あの時芽生えたご縁をこれからも大切につないでいきたいです。 

　相づちやリアクションをとりながら、相手の話
を意識的によく聞くようになりました。相手が話
しやすい雰囲気をつくることは、これまで経験し
た仕事に生かされています。 
　そして、英語が前よりも好きになりました。 
　フォートブラッグ市での経験は、自分自身の成
長につながっています。

　平成14年の第１期ホームステイ交流に次女、第３
期ホームステイ交流に三女が訪問し、アメリカの文
化に触れる貴重な経験をさせてもらいました。 
　フォートブラッグ市との関わりは、何にも代え難
い私たちの大切な財産です。 
　２人の娘は「もう一度行きたい」と卒業後に訪問し、
当時のメロー市長さんをはじめロードンさん宅へ３
カ月間お世話になりました。 
　ホストファミリーとして、これまで交流生や個人
的に来町した子どもたちを10人迎え入れ、そして今
回は孫が訪問します。 
　親の代・孫の代と長きにわたって交流が続くよう

「架け橋」となっていきたいです。 
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　フォートブラッグ市から交流生を
受け入れたとき、｢日本の文化に触
れることができて感動した｣ と言っ
てくれて、今度は相手の国について
知りたくなりました。 
　他国の文化を学び、自分から英語を話して海外の人と交流
を深めてきたいです。
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　現地の人たちと直接関わること
で、多様な考え方や価値観に触れ
たいです。 
　英語での会話にも積極的に挑戦
し、日本の文化や魅力を自分で伝
えて、交流の輪を広げられるように頑張ります。 
　学んだ事を学校や地域に伝え、新しいことに挑戦する気持
ちを大切にしていきたいです。 

吉里吉里学園中学部８年生
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　以前派遣できてくれた生徒とも
交流を深めながら、さらに多くの
友達をつくりたいです。一昨年は
アメリカの文化や習慣を聞いて驚
くことがたくさんありました。ま
だ知らない分野について、知識を増やしてきたいです。 
　日本とは異なる価値観や習慣に目を向け、将来「海外で働く」
という夢につなげられるように頑張ります。 
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　現地での生活や人との関わりを
通して、日本とは違う文化や考え
方を学んできたいです。 
　英語で自分の気持ちを伝えるこ
とにも積極的に挑戦し、その経験
を学校生活や地域の活動に生かしていきたいです。 
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　これまでフォートブラッグ市の生
徒が大槌町を訪れ、たくさんの学び
と出会いがありました。今回は私た
ちが現地へ行く番です。新しい価値
観に触れ、自分自身の視野を広げる
ことで、大槌町とのつながりを学びたいです。また積極的に
会話や体験を楽しみ、「もう一度行きたい」と思えるような交
流を目指します。
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旅の伴走者として 

　初めて海外（アメリカ）に触
れたのは、中学１年生の時でし
た。言葉も通じず、文化も価値
観も違う環境で、多様な人種や生き方に向き合ったこ
とで、自分の世界が一瞬にして広がっていった感覚を
今でも覚えています。 
　その体験は私の原点であり、移住者として、この町
の豊かさを感じながら楽しく暮らしていることにつな
がっています。現地では、派遣生の安全確保に最善を
尽くし、一人一人の「やってみたい」という気持ちを
後押しできるようなサポートをしていきます。 

一般社団法人 おらが大槌夢広場 
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　私が姉妹都市生徒間交流に携わることに
なったのは、第17回全国豊かな海づくり
大会の通訳を経験したのがきっかけです。 

　仕事上、英語には常に触れてきたことで、特につらいと感
じたことはなく、国際交流協会会長として楽しく活動できま
した。 
　派遣生の皆さんには、肩の力を抜いて、現地のオープンな
雰囲気に溶け込んでほしいです。 
　文化や価値観の違いを体験し、成長した皆さんの帰国をお
待ちしています。

大槌町国際交流協会　前会長
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　３月 13 日（金）から３月 21 日（土）の９日間、町内の中高生５人
と引率者３人でフォートブラッグ市へ飛び立ちます。 

地域で支える新たな一歩 

　当協会は、東日本大震災やコロナ禍の
影響で一時休止状態にありましたが、姉
妹都市交流などを円滑に再開・継続する

ため、運営体制の見直しを行いました。協会運営へのご協力
に心から感謝しています。 
　姉妹都市生徒間交流は平成13年に始まり、これまで国際
的な視野を広げてきました。 
　今後も継続して「大槌の宝っこ」たちを温かく見守り、さ
らに充実した交流活動を展開していきます。 
　当協会では新たな会員を募集中です。国際交流を通じた町
づくりに、皆さまのご協力をお願いします。 
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行ってきます！大槌のアンバサダーたち 行ってきます！大槌のアンバサダーたち 
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